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徳品市民病院が世けている

地域周産期母子医療センター

は、
リスクのある妊産婦や新

生児の医
療を一
貫して行うとと

もに、
産科
小胆科等の遮携

により、
周産期にかかわる比

較的高度な医療を提供する施

世です。
平成田年4月1日付

で曹崎県から認定されました。

以来、
着実に笑績を輔み上
げ

ており、
県内における役割は

非常に大きくなっ
ています。

周産期母子医療センターに

は「総合」
と「地域」
の二
種

類があります。
本県では平成

同年に徳島大学病院が総合同

産期母子医療センターの
盟定

を畳けましたが、
その
後、
セ

ンターは睦置きれず、
リスク

のある妊産婦や新生児へ
の手

厚い医療の提供は困難な状況

でした。
こうした中、
当院で

は
地域の
先生
方の
支
援によ

り、
また小児科との確笑な連

携のもと、
センター
を世置す

ることになりました。

世
備面では、
2500守未

讃の低出生体孟児や集中管理

の
必
要がある
疾患
を
待っ
た

新生
児に
高度な医療を
行う

新生
児
集中治
療室(N
IC

U)
が6床、
新生児治燦回祖

室(GCU)
を叩床世けてい

ます。
笑績においては、
平成

田
年の
徳品県内の分娩
件
世

5694件の
うち当院は日

吉
本
博
孝

セ
ン
タ
ー
長
の
諾

セ
ン
タ
ー
が
設
置
古
れ
て

4
年
余
口、

順
調
に
実
置
も

上
が
っ

て
き
て
お
口、

市
民

の
信
頼
在
帯、
b
れ
て
い
る
の

で
国
芯
い
か
と
自
負
し
て
い

ま
すa

こ
れ
も
檀
島
大
学
病

6%の662件、
さらに却年

は679件に増えています。

今後も、
当センターの
特色

を生かし、
より安心
安全な

周産期医療が提供できるよ
う

取り組んでいきます。

《周産期母子医療セン空lv

総合M
相当規艇の母体
胎

児集中治療管理室を古む産科

病棟や新生児集中治療管理主

を含む新生児荊械を備え、
母

体
児におけるリスクの高い

妊娠に対する高度な周産期医

療を行える施世マ
地域H
産科

亙ぴ小児科等を備え、
周産期

にかかわる比較的高度な医療

行為ができる施睦

GCυの様子

J 

院
や
地
元
の
匡
曹
瞳
関
等
の

ご
理
解

ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
感
謝
し
て
お
D
ま
すa

産
婦
人
科

小
兜
科
医
師
の

不
E
芯
ど
開
里
の
課
題
は
少

芯
く
あ
口
ま
せ
ん
MM、

人
材

の
育
成、

確
保
に
務
晶、

県

内
に
お
け
る
周
産
開
匡
曹
在

豆
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す固

② 

平成田年にがんで亡くなっ
た人は全国で

約描万5
千人、
徳品県では約2
千500

人に上
ります。
中でも、
死亡原因のトッ

プとなっ
ているのが肺がんで、
全国で約

7万3千人、
うち約4万人はたばこが原因

と推計されています。
たばこの害は幌煙者

本人にとどまらず、
周囲に流れる煙を
吸う

畳動幌煙により肺がん発症リスクが高まる

こともわかっ
ています。
したがっ
て肺がん

の予防には禁煙が
何よ
りも重要で、
幌煙者

は周りの人に煙を吸わせないよ

う註意を払、つ必聾があります。

以

肺がんの症状としては長引

d，

〈
咳、
血
夜、
胸痛、
息
切れ、

が
体重
減少などがありますが、

h目

これらは必ずしも
肺がんに特

骨目

有のものではありません。
進

行の程度にかかわらずャ』うし

た症状がない場合が
多く、
早

期発見が厳しい病荒です。

肺がんは、
進行するにつ
れて周りの
組織

を破場しながら地殖し、
血液やリンパの流

れに乗って全身に広がっ
ていきます。
早期

に発見できれば手術や放射線治療で根治が

期待できますが、
進行して見つ
かった場合

は薬物療法
吉満や内服薬}
で病荒の進行

を抑え、
症状の改善を回ります。
近年は多

くの薬剤が開発され、
以前では考えられな

いほどの効果が期待できるようになりまし

たが、
根治を目指すためには早期発見が重

要であることに変わりはありません。
北汁暁

煙者の肺がんも増加傾向にあるといわれて

おり、
たばこを唖われない人にも検診をお

すすめします。

(
肉料
柿内
盛岡u

。
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広
量

周品
切

井野口
卓

思は
あ
り
ま

せ
ん
が、
水
分
を
自

力
で
摂
取

で
き
な
い
場
合
や
症
状に
改
善
が
見
ら
れ

な
い
場
合
は
医
療機
関
の
受
診
が
必
要
で

す。重症
度
E

度H
意
融
隊害 、
け
い
れ
ん、

運
動
障
害マ
対
処
佳
涼
し
い
場
所
へ
の

移
動 、
冷
却 、
安
砂
に
し
直
ち
に
救
急
車

を
聾訴
し
て
く
だ

さ
い。

予

防

高
温、
多

湿
の
状
況
を
避
け
る

こ
と
が

最
も

重
要
で、
具
体
的
に
は
高
温、
多

湿

時
は
運
動
{
場
合
に
よ
っ
ては
外
出
も}

を
控
え 、
室
内
で
あっ
て
も
冷一時 、
扇
風

機
等
を
積
極
的
に
活
用
し
適
度
な
気
揖
や

湿
度
を
保
つ
よ
う

に
し
て
く
だ

さ
い。
ま

た、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し、
水
だ
け

で
な
く
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水

液
な
ど
に
よっ
て
塩
分
も
補
給
す
る

こ
と

を
心
が
け
ま
しょ
う。
睡
眠
不
足 、
ア
ル

コ
ー

ル
の
担
取 、
朝
食
の
未
摂
取 、
体
調

不
良
時
に
発
症
し
や
す
い
の
で、
毎
日
の

健
際
世
理
も
大
切
なこ
と
で
す。

が
病
院
の
経
営
状
況
や
今
後
の
方

針・
展
望
と
いっ
たこ
と
に
関
心
を

持
ち、
病
院
の
レベ
ル
や
書
簡
を
向

上さ
せた
い
と
の
高
い
意描
を
持っ

て
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
で、
医

局
会
は
そ
う
し
た
こ

と
を
確
認
し

合
う
場
で
も
あ
り
ま
す。
皆
が
ま

と
まっ
て

意
見
や
要
望
を
出
し
行

動
に
移
し
て

い
け
れ
ば 、
もっ
と

もっ
と
働
き
や
す
い
職
場
に
な
る

し、
病
院
全体
の
環
境

1

』E'

・
・

・
E
t
2
・E-

-

も
よ
く
な
る
と
信じ
て

一
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
に一
い
ま
主

-

a1

ー句
、

1
EJ
』
J I
1

L
|

医
局
畏
と
し
て
の

中
野
俊
次
・

医
局
長

抱
貢
在 。

「
医
師
が
楽
し
く
充

実
し
て
働
け
る
病
院

に、
そ
し
て
何
よ
り
も 、
多
く
の

患
者
さ
ん
に
「
こ
こ

で、
治
療
し

て
も
らっ
て
良
かっ
た」
と
言っ

て
も
ら
え
る
荊
院
に
し
た
い。
医

局
長
と
し
て
の
願
い
で
す
が、
医

局
会
の
総
意
で
あっ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す。
こ

れ
か
ら
の
2
年、

こ
の
思
い
を
胸
に
柑一
杯
走
り
続

け
る
つ
も

り
で
す」

徳
島
市
民
病
院
に
は
叩
人
ほ
ど

の
医
師
や
研
修
医
が
い
て
医
局
会

と
い
う
組
植
を
つ
くっ
て

い
ま
す。

そ
の
ま
と
め
世
が
医
局
長
で
在
期

は
2
年、
医
局
貝
に
よ
る
選
挙
で

選
ば
れ
ま
す。
4
月
か

ら
医
局
長
と
し
て
奮
因

さ
れ
て

い
る
中
野
俊
次

医
師
(
脊
椎
人
工
関

節
セン
タ
ー

長、
写
真)

に、
医
局
会
へ
の
思

い

や
医
局
長
と
し
て
の
抱

ちょっとした作業でも炎天下は要注意
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入院している知人の古見韓いをした
いのですが、古見韓い晶でN白忽も
のはあDますかっ

Q. 

白
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た。

ー
医
局
主
は
ど
の
よ
う
砿
こ
と
を

す
る
の
で
す
が。

「
毎
月
第
2
月
曜
に
聞
い
て
い

て、
豊
診
療
科
か
ら
出
て
く

る
案

件 、
南
院
の
経
営
状
況 、
安
全
対

策
等
に
つ
い
て
$併
読
す
る
ほ
か、

こ
こ

で
の
意
見
や
要
望
を
ま
と

め、
内
容
に
よ
っ
ては
聞
係
語
や

部
署
に
伝
え
た
り、
主
捗
し
た
り

し
ま
す」

l
他
に
役
割
や
期
待
す
る

こ
と
を。

「
日
夜 、
自
ら
の
業
務
に

専
念
し
て
い
る
医
師
た
ち

は、
あ
る
意
味
担
独
で
す。

情
報
の
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ショ
ン
が
欠
か

せま
せ

ん。
ま
た、
個々
の
先
生
方

@ 

梧島市民病院では、 感染やアレル
ギ 、 宣事制限のæ;る万芯どの観点

か己生花や食べ明記Dお見舞川�お控えいただ
いています固

その他ー艦的にお見舞い面として好ましく
芯いものとしては、 スリッjてやパジャマ、 石
けん 歯ブラシ芯どの洗面用具。 これ5出入
院生活に必要だろう と用意したく芯口ます
が、「入院生活が星引く」イメ ジ在与えて
しまいます固

置に、 喜ばれる(人気のある)古見揖い晶
は、 本や雑誌、 テレホンカ ド、 拍手紙 は
がき芯どです四 入院中也、 時間町長く感L.;S
れる方も多く、 気が紛れたり、 時間在つぶせ
た口するものが喜ばれる個向にあります四

入院している人の多くは、 病気芯どが原
因で気分が下降気昧です. そん芯状態のと
きは、 お見舞いして きた人のマナ が茸に
怒るもの。 それぞ判で異怠る相手の状況在
踏まえ、 不世芯思いをさせ芯い畠在遺びま
しよう固

A. 
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舘羽田 組三言問ア

四日

徳島市民病院と共同診療畳韻医と
の交流などを目的とLた第zl回徳品
市民病院地域医療連携会が7月30目、
市内のホテルで聞かれました。

畳録医44人と当院の医師や看謹師ら
由人が参加。 当院の想中康秀院長の挨
拶などのあと、 三宅秀則がんセ ンター
長が「徳島市民病院がんセンターにつ
いてj、 古本博学産酎人科総括部長 が 鯉中徳島市民病院長

「卵巣箔治療の最近の話題一女性の原発不明癌性腹膜炎は
化学燦法の良い適応ーIと題してそれぞれ!Ri斑しました。

続いて聞かれた思親会では、 当院の新住医師や臨床研
修臣、 各診燦科の紹介などもあり、 和気蘭々とした軍閥
気の中、 意見交換したり交流を深め合ったりしました。

同連携会は当院の地竣医療遮揖推進事業の 環で、 毎
年この時期に聞いています。

••••••• ••••••• ••••• •• ••••• •• ••••• • •  ••••• •• ••••• •• ••••• ••••••• ••••••• ••••••• ••••••• 

徳島市民病院では、 患者さんが少しでも快適な 1!"lI 
療養生活が過ごせるよう、 患者芭んをサポート

宮る活動をしていただくボランティアを募集し

ま宮。

0活勧内容
・愚考さん 来院考ヘ￠揖凋案内・車得予を利用される思考さん

の介助・緩和ケア病床での活動補助・樹木の関定 値栽・院内で

の演奏活動怠ど

O活動日 時間
月噂目。ら金調慣日までの午前8 9寺30分がら午後49寺まで(祝日

及び年末年始の休日臨休止)

楽活動内容により、 開閉隠奥怠Dま，;

楽ご希望の活動日 待日間協ご栂桜さ世ていただきまヲ

楽学生の方協休慮中の短期ポランティア活動も可能で，;

C曙歳対象
心身ともに健康な方でポランティア苫動に熱意がある方

O画祭
簡単怠面後をさせていただきま言

。オリ工ンテーショジ

活動開始前広活動内容、 病院の概要、 注意事項等の説明を

行いま，;

O申し込み・問い合わせ先
患者主皇室センタ 〈電Ii!i 088-622-5121 (内2180))

-・・........... ....... ....... ..... .. ..... .. ..... .. ..... .. ..... .. ..... ....... ...... . 
。
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Hnn
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宮山
』ι-」
ヨ冒hE
E川、、

に
覚えた
閲碁は今も
体のどこかに
宿つ

4川&FJ恥同HU副't撃事dZ
E'aF

114
11
目
EE--:

・

ているものだ。
囲碁をしているといっ

檀島市・
新開
英毅(花
患

のまにか手が良い
方向に動い
てい
〈。

最年前、
特別
警護老人ホーム
で管理
しかし、
この体は思うよ
うにならんわ」。

者をしてい
た頃の思い
出である。
久し

その
後、
ーさんは特養で静かな余生を

ぷ
りに閤碁をする機会があっ
た。
ある

追っ
ているそうである。

目、
ショ
ートステイにーさんが入所し

最近、
アン
チエ
イジン
グとい
う言
葉

てきたのだ。
ー
さん
は
曲歳を

降

をよく
耳にする。
事
奥
をひ
く

過
ぎてい
て持病の
糖尿病もあ

、lMf引

と「
抗老
化」「老
化を
抑止
す

り、
次第に
弱っ
てき
てい
るも

「一lf余

ること」
とある。
肌や体力の

のの
無
類の
閤碁霊好家で、
自

一司EH『

勾
年紛はど
う
頑張っ
ても限
度は

称四
段の腕
品別である。

一

ヲ
辺

、一
あるが、
脳には年蹴の
限
界は

私の
先
番で始めた。
序盤は
一

倍出品
唱
ない
ら
しい。
そ
れどころ
か、

リー
ドしてい
たが
中盤に
蓋し
一

じと-
一
鍛え
方によっ
ては
若い
時代を

;
!
:

 

掛
かっ
てから
攻
守が迫転して

一
刈
比
一
連かに
凌ぐ
可能性があること

し
まっ
た。
打ち始めたときと
F
一'J『
一
が分かっ
てい
る。
漢
字パ
ズ
ル

比べ
ると
昔の頃の
強きが蘇っ

nm『
一
等の
本格的なパ
ズ
ル
や
囲碁、

たの
か、
打つ
手に無
駄がなく

c，、
一
将
棋、
オセロ
といっ
た
顕脳パ

自信
に
あ
ふ
れ
でいた。
私
は、

、耳L
Hll\
ズル
は
記憶力、
首理性、
分
析

年が経れば棋力は
務ちる
もの

司
J

力、
直感的判断力などを
鍛え

と思っ
てい
たのだが
。

るといわれ
ている。

スポーツは体力炉衰えればそれ相当

そのこと
を証明
すべ
く、
そして何ょ

の
力しか出ない。
闘碁は別なのだろう

りもポケ防止に、
現在週に1、
2囲碁会

か。
ーさんが言、つには「子ど
ものとき

所等に通っ
て囲碁を楽しんでいる。れくてし潤

んhM
4c
x

 

子
引」

知、問
嘆臥f

置をわ
期日叩

士巾
出1

備
拡

段目:k
 

ι日刊る

心
ま
で
カ
ビ
カ
ピ
に
な
る
ド
ラ
イ
ア
イ

(徳島
さっ
ちゃん

年金
出
T
声
う
る
は
L
き
タ
被

た
〈
らみ
の
顔に
は
み
出
す苧フ
らの
パ
パ

(徳
島

無花渠)

再
生
医
線
夫
婦
仲
も
繍
む
で
よ

(阿南
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徳島市民病院恒例の
病院まつ
りが7月白日に当院

で聞かれました。

医療機器の展
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の医師によるがん
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の親子連れらでにぎわいました。
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